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緒   言 
米国胸部学会は Mycobacterium avium complex (MAC)感染症の治療としてクラリス

ロマイシンもしくはアジスロマイシンにリファマイシンとエタンブトールを加えた

レジメによる治療を推奨している。しかしながら、この推奨されている治療を用いて

も、しばしば治療は失敗する。近年、開発された新規キノロン系抗菌薬の中に C-8 
methoxy キノロンがあり、モキシフロキサシン、ガチフロキサシンがその分類に入る。

これらの新規キノロン系抗菌薬は抗酸菌に対する抗菌効果が期待されている。さて、

我々は今回、新規キノロン系抗菌薬(モキシフロキサシン、ガチフロキサシン、レボ

フロキサシン)およびクラリスロマイシンの試験管内および生体内での MAC 株に対

する単剤および併用での抗菌効果を評価した。 
 
 
対象と方法 
供試菌は当院および関連施設から分与されたMAC臨床分離株76株および結核予防

会より分与された標準株 2 株を用いた。供試薬は新規キノロン系抗菌薬（モキシフロ

キサシン、ガチフロキサシン、レボフロキサシン）およびクラリスロマイシンを用い

た。試験管内の検討では、各薬剤の MIC は微量液体希釈法を用いて測定した。また、

併用効果はチェッカーボード法を用いて測定し FIC index にて評価した。生体内の検

討では、8 週齢、雌、C57/BL6J マウスを用いて検討した。1.0×107CFU の MAC 株を尾

静脈より投与し、各抗菌薬を菌接種後 21 日目から 28 日間連日投与した。投与薬剤お

よび投与量はモキシフロキサシン 100mg/kg/day、ガチフロキサシン 100mg/kg/day、レ



ボフロキサシン 200mg/kg/day、クラリスロマイシン 200mg/kg/day により、新規キノ

ロン系抗菌薬単独投与群、クラリスロマイシン単独投与群、新規キノロン系抗菌薬＋

クラリスロマイシン併用投与群および対照群とした。投与終了 48 時間後にマウスを

屠殺し、肺、肝、脾を摘出し、臓器の生菌数により評価した。 
 
 
結   果 
今回検討した新規キノロン系抗菌薬およびクラリスロマイシン単剤の試験管内で

の MAC 株に対する効果は MIC90 値において、モキシフロキサシン 2μg/ml、ガチフロ

キサシン 4μg/ml、レボフロキサシン 16μg/ml、クラリスロマイシン 64μg/ml と、C-8 
methoxy キノロンであるモキシフロキサシン、ガチフロキサシンは良好な抗菌力を示

した。しかしながら、試験管内での併用効果の検討では MAC の全臨床株のうち

53-57%に軽度拮抗を示す株が存在した。 
生体内での検討では MAC 感染マウスモデルにおける治療後の生菌数はクラリスロ

マイシン単独投与群では対照群と比較して有意に生菌数の減少を認めたが、新規キノ

ロン系抗菌薬単独投与群では対照群の生菌数と一部に有意差を認めない株も存在し

た。さらに、生体内での併用効果は試験管内の検討で軽度拮抗を示した株では生菌数

はクラリスロマイシン単独投与群より、新規キノロン系抗菌薬＋クラリスロマイシン

併用投与群において生菌数が一部に有意差をもって増加していた。一方で試験管内で

の検討で不関を示した株ではクラリスロマイシン単独投与群と新規キノロン系抗菌

薬＋クラリスロマイシン併用投与群の間に有意な生菌数の差を認めなかった。 
 
 
考   察 
我々の結果から、MAC 株において試験管内、生体内ともにクラリスロマイシンの抗

MAC 効果は今回検討した新規キノロン系抗菌薬との併用により株依存性に効果を減

衰させる可能性があることが示唆された。臨床において、これらの組み合わせによる

抗菌化学療法を実施する際は注意が必要である。 
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